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害
を
与
え
ま
す
。

白
岡
町
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の

注
意
報
等
の
発
令
・
解
除
の
お
知
ら
せ

は
防
災
行
政
無
線
で
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
ら

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
る
。

・
目
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
屋

内
に
入
り
、
洗
顔
や
う
が
い
を
す
る
。

・
病
弱
な
か
た
、
乳
児
、
お
年
寄
り
は
、

健
康
な
成
人
よ
り
も
被
害
を
受
け
や

す
い
の
で
注
意
す
る
。

※
次
の
①
〜
③
の
症
状
が
で
た
と
き
は

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

①
洗
顔
や
う
が
い
を
し
て
も
よ
く
な
ら

な
い
と
き
。

②
呼
吸
困
難
や
け
い
れ
ん
な
ど
が
あ
る

と
き
。

③
意
識
障
害
が
あ
る
と
き
。

被
害
を
受
け
た
と
き
は

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
と
き
は
、
被
害
状
況
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

内
線
１
５
４

国
土
交
通
省
で
は
、
「
平
成
15
年
度

建
築
物
等
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
最
近
に
お
け
る
建
築

物
及
び
住
宅
の
建
築
状
況
等
を
調
査
し
、

国
や
都
道
府
県
の
住
宅
・
建
築
行
政
等

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

６
月
10
日
∏
か
ら
30
日
∑
ま
で
の
間

に
、
町
都
市
計
画
課
職
員
が
対
象
地
区

内
の
お
宅
へ
伺
う
か
、
ま
た
は
、
電
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
調
査
の
内

容
に
つ
い
て
は
統
計
に
関
す
る
こ
と
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
区

大
字
実
ケ
谷
字
宮
前
の
一

部
、
大
字
上
野
田
字
山
中
の
一
部
、
大

字
彦
兵
衛
字
清
左
エ
門
の
一
部

問
合
せ
先

都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

内
線
２
３
４

６
月
１
日
∂
か
ら
30
日
∑
の
１
か
月

間
「
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
昭
和
62
年
に
自
転
車
放
置
防

止
条
例
を
施
行
し
、
白
岡
駅
、
新
白
岡

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
解
消
に
努
め

て
い
ま
す
。

自
転
車
を
路
上
に
放
置
す
る
と
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

緊
急
時
に
消
防
車
や
救
急
車
の
活
動
の

妨
げ
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
町

の
美
観
を
損
ね
た
り
、
自
動
車
の
安
全

走
行
の
支
障
と
な
り
渋
滞
を
引
き
起
こ

す
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

特
に
、
車
イ
ス
利
用
者
や
、
視
覚
障

害
者
を
は
じ
め
と
す
る
障
害
が
あ
る
か

た
が
た
や
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
を
押
す
お
母
さ
ん
た
ち
の
安
全

な
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

す
ぐ
戻
る
か
ら
と
か
、
１
台
く
ら
い

な
ら
大
丈
夫
、
み
ん
な
止
め
て
い
る
か

ら
な
ど
と
い
う
一
人
の
「
甘
え
」
や

「
わ
が
ま
ま
」
に
多
く
の
人
び
と
が
迷

惑
し
て
い
る
の
で
す
。

自
転
車
は
自
転
車
置
場
を
利
用
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
生
活
安
全
係

内
線
１
５
３

柴
山
地
区
の
遊
休
農
地
に
菜
の
花
が

咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。

摘
み
取
り
自
由
で
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
地
元
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物

の
直
売
や
、
有
志
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

６
月
７
日
º

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

柴
山
地
区
（
地
図
参
照
）

問
合
せ
先

柴
山
地
区
活
性
化
推
進
協

議
会
　
（
山
崎
）
1
（
97
）
０
４
０
２

＊
見
ご
ろ
は
６
月
上
旬
ま
で
で
す
。

（
花
が
咲
き
終
わ
り
次
第
刈
り
取
ら
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
）

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段
預
金

は
、
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
引
き
続
き

全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

・
定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
元
本
１
０
０
０
万
円
ま
で
と

そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

を
超
え
る
部
分
は
、
破
た
ん
金
融
機
関

の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま

す
。
（
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

・
平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金

等
の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金
が
全
額
保

護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統
貯
金

制
度
と
も
に
同
様
の
取
り
扱
い
が
な
さ

れ
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た

は
預
金
保
険
機
構
、
農
水
産
業
協
同
組

合
貯
金
保
険
機
構
、
財
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

預
金
保
険
機
構

1
０
３
（
３
２
１
２
）
６
０
２
９

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構

1
０
３
（
３
２
８
５
）
１
２
７
２

関
東
財
務
局

1
０
４
８
（
６
０
０
）
１
１
４
６

―
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
都
道
府
県
応

援
団
―

平
成
16
年
に
開
催
さ
れ
る
彩
の
国
ま

ご
こ
ろ
国
体
。
全
国
か
ら
集
ま
る
選
手

や
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
都
道
府
県
別
の

応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

６
月
30
日
∑
ま
で

応
募
用
紙

県
国
体
総
務
課
で
配
布

問
合
せ
先

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
実

行
委
員
会
事
務
局
（
県
国
体
総
務
課
内
）

1
０
４
８
（
８
３
０
）
７
３
５
８

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

こ
う
な
り
ま
す
！

預
金
保
険
制
度

柴
山
菜
の
花
ま
つ
り

建
築
物
等
実
態
調
査
に

ご
協
力
を

メインメイン�
会場会場�
メイン�
会場�

サブサブ�
会場会場�
サブ�
会場�

柴山沼�

あずま屋�

梨選果�
センター�

稲
穂
通
り�

ふれあい�
ハウス�

押しボタン�
信号�

神社�

柴山交差点�
国道122号線�

柴
山
伏
越�

見沼代用水�

Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
Ｓ
ａ
ｉ
ｔ
ａ
ｍ
ａ

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

人口（5月1日現在）（平均年齢）� 4月の交通事故発生状況� 4月の火災・救急統計�

男 24,225人 （39.5歳）
女 24,041人 （41.1歳）
計 48,266人 （40.3歳）
前月より 14人減
世帯数 16,120世帯

（ ）内は平成15年1月～4月までの累計
人身事故 28件 （111）
死者数 0人 （0）
重傷者数 3人 （23）
軽傷者数 32人 （123）

物損事故 73件 （306）

（ ）内は平成15年1月～4月までの累計
火災件数 4件 （11）
救急件数 112件 （447）
火災発生及び鎮火時のお問い合わせは
1（93）0119（テレフォンサービスへ）
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日　　　時：６月14日º

午前10時～正午
会　　　場：中央公民館　3階　集会室
参　加　費：無料
問 合 せ 先：広聴広報課　(92)1111 内線 352

International Open Saloon
Date : June 14 (Saturday)

10:00～12:00
Place : 3rd floor of Chuo Kominkan

No application is required.
Inquiries : Koutyoukouhou-ka (92)1111 Ext. 352

国　交流「 」

日　　：６月14号（星期六）
从上午10点　到12点

地　方：中央公民　　3楼　集会室
当天、自由参加。

：广听广　　　(92)1111 内　 352

Encontro Aberto
Dia : Sabado, 14 de Junho
Hora : 10:00～12:00
Local : Sala de reuniao 

Shuukaishitsu 3- andar
Chuo Kominkan

Informa                            Relacoes Publicas
Tel:92-1111 ramal 352

税務 問合せ先
税務課　内線126

町人権 問合せ先
広聴広報課　内線354

問合せ先
広聴広報課　内線352

行政 問合せ先
広聴広報課　内線352

年金 問合せ先
保険年金課　内線143

心配ごと 問合せ先　社会福祉協議会
1（92）1746

家庭児童 問合せ先
1（43）7867

法律 問合せ先
1 048（737）2722･2723

町法律

教育 問合せ先　教育委員会
学校教育課 1（92）1070

日時７月２日π、９日π、16日π、23
日π 午後１時～４時　場所東部地域
創造センター　相談員弁護士
※相談されるかたは要電話予約

人権相談問合せ先
1（21）0215

日時７月３日∫、７日∑、10日∫、14日∑、
17日∫、24日∫、28日∑、31日∫
午前９時～午後４時　場所さいたま地方
法務局久喜支局　相談員人権擁護委員

介護なんでも相談
問合せ先　代表者 玉沢1(92)4637
高齢福祉課介護保険管理係　内線174・175

日時７月11日ª（毎月第２金曜日）
午前10時～午後４時　場所勤労青少年
ホーム（中央公民館２階）講習室１
相談員介護保険サポーターズクラブし
らおかのメンバー

乳幼児子育て電話相談
問合せ先　千駄野保育所　1(92)1303

西保育所　　　1(92)1690
高岩保育所　　1(92)7582

相談日 月曜～金曜日の毎日（祝日を
除く）
相談時間 午後１時～４時

日時土・日曜日、祝日を除く毎日、
午前９時～午後４時
場所埼葛北福祉保健総合センター
※相談されるかたは要電話予約

日時７月14日∑午前９時～正午　午後
１時～３時　場所保険年金課　持ち物
年金手帳　相談員社会保険労務士

日時７月18日ª午前10時～正午
場所役場３階庁議室
相談員行政相談委員

日時７月10日∫午後１時～４時
場所役場１階会議室１０３
相談員人権擁護委員

行いません。

日にち７月８日∏場所役場会議室４０１
日にち７月22日∏場所役場会議室４０１
時間いずれも午後２時～４時　相談員弁護士
※相談されるかたは要電話予約（７月１日からの土・日曜日、
祝日を除く午前8時30分～午後5時15分）

日時水・土・日曜日・祝日を除く毎日
午前10時30分～午後５時
場所教育相談室　相談員教育相談員

日時７月７日∑、14日∑、28日∑
午後１時～４時
場所中央公民館講習室４

~

｀

coes:Secao de ̃̃̃̃

しらおか味彩センターのオー
プン日、わたしたち広報マンも

二人そろって取材に出かけました。
当日は、おおぜいのお客さんにおい
でいただき、入場制限をするほど盛
況でした。地場産の野菜やそばがお
いしそう。また、いっとこ工房で作
っている「焼きチーズケーキ」は、
すぐに売り切れてしまうほどおいし
いそうです。ぜひ食べたいと思いま
す。（ も申しておりました）

昨年に続き、第２回白岡町中
学校吹奏楽部合同演奏会を取材

しました。今回は、久喜総合文化会
館大ホールで行われ、会場は昨年同
様おおぜいの観客でいっぱい。初め
に各中学校の演奏があり、最後に４
中学校による合同演奏が行われ、迫
力ある演奏で、とても素晴らしい演
奏でした。この日のために一生懸命
練習をしてきたことが伝わり感動し
ました。○せ

○せ ○う

ホームステイが行われました
5月10日�～11�

ちぎり絵に挑戦しました
5月10日�

タイから来たゴーマハウォン　ワラー
ペンさん（写真中央）が小林さん（新白
岡）宅にホームステイしました。
日本古来のものにとても興味があり、
いっしょに歌舞伎のビデオや写真を見る
と熱心に質問されました。
また、着物を着付けてあげると、とて
も喜んでいただけました。

5月のオープンサロ
ンでは、和紙をちぎ
って絵にするちぎり
絵をつくりました。

フィリピンや中国から来たかたたちも器
用な手つきで和紙をちぎり、菖蒲などの季
節の花を咲かせていました。

メ　モ　帳

o

町のＡＥＴ
ケビン先生のふるさと

カナダの
お話


